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令和５年度 第７回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  令和５年10月16日 午前９時30分から 

 

場所  宍粟市役所 ４階 402・403会議室 
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第７回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

 

● 開会・閉会の年月日時及び場所 

 令和５年10月16日（月） 午前９時30分～10時20分 

 兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地６ 宍粟市役所 ４階 402・403会議室 

 

● 会議に出席した者の職氏名 

 教育委員 

  中田直人  教育長 

  片山繁樹  委員            金本一二  委員 

  飯田さおり 委員            中川まゆみ 委員 

 

 事務局 

  大谷奈雅子 教育部長          小河秀義  教育部次長 

  大砂正則  次長兼教育総務課長     中田 吏  学校教育課長 

  小池信仁  こども未来課長       岡内由里  こども未来課長（指導担当） 

  水口恵子  社会教育文化財課長     西林文隆  次長兼施設整備課長 

  大北真彰  山崎学校給食センター所長  中尾善弘  次長兼まちづくり推進課長 

  梶原昭一  人権推進課長        岩本浩二  教育総務課副課長 

 

１ 開会 

  中田教育長が開会した。 

 

２ 会議の成立宣言 

  出席者数５名となり、中田教育長が会議の成立を宣言した。 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  署名委員は、中田教育長の指名により、片山委員に決定した。 

 

４ 前回会議録の承認 

令和５年度第６回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の会議録について、大砂次長兼教育総務課長が説明し、承認された。 

 

５ 教育長報告 

次の３点について、中田教育長が報告した。 

(１) 山崎南中学校学校規模適正化に向けた対応について 

   10月３日に地区協議会を開催し、校名の募集・選定方法等について協議いただいた。後

ほど担当より報告する。 
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(２) 城下地区認定こども園の進捗状況について 

   運営事業者である社会福祉法人ひこばえ福祉会が５月から本格的に園舎の建設に着手

し、８月には棟上げが行われた。９月末時点の工事の進捗率は25％となっており、来年２

月末の完成と４月の開園に向けて予定通りに工事が進んでいるとの報告があった。また、

設置に係る認可に関しても、県の認定審議会の内示があり、正式名称を「まあるこども

園」として、広報10月号で、令和６年度の園児募集を行っている。なお、令和６年度の各

園所の園児募集内容については、後ほど担当より報告する。 

 

(３) 第３回しそう幼児教育支援事業について 

   10月25日に「第３回しそう幼児教育支援事業」を開催する。内容としては、午前９時30

分から河東幼稚園で公開保育と参観者による保育のふりかえり、また、午後２時から市役

所４階会議室で第３回しそう幼児教育支援委員会を開催する。都合がつくようであれば、

委員には傍聴等をお願いしたい。 

 

６ 協議報告事項 

 (１) 山崎南中学校区学校規模適正化進捗状況について 

    資料１【１～８Ｐ】により、大砂次長兼教育総務課長が説明した。 

 

 (２) 令和６年度 幼稚園・保育所・こども園の園児募集ついて 

    資料２【９～10Ｐ】により、大砂次長兼教育総務課長及び小池こども未来課長が説明し

た。 

 

 (３) 令和６年度 あずかり保育・学童保育の児童等募集について 

    資料３【11Ｐ】により、小池こども未来課長が説明した。 

 

 (４) 令和５年度 第１学期「いじめ事案」について 

    資料４【12～13Ｐ】により、中田学校教育課長が説明した。 

 

 (５) 令和５年度 理科おもしろ実験教室の実施予定について 

    資料５【14～15Ｐ】により、中田学校教育課長が説明した。 

 

 (６) S1グランプリ2023表彰式について 

    資料６【16Ｐ】により、梶原人権推進課長が説明した。 

 

 委員の主な意見及び事務局の説明 

  （片山委員） 

     いじめ事案について、コロナ禍前の認知件数と比較すると、令和元年度は113件、本

年度が104件となっており、件数としては同じぐらいかと思う。認知の方法による分類
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でも、アンケートによるものは令和元年度は43件、本年度は25件、児童生徒からの訴え

は令和元年度は28件、本年度は39件となっており、両方あわせるとこれも令和元年度と

同じくらいかと思う。 

     教師の気づきによる認知件数がもっと増えていけばと感じるが、捉え方によっては児

童生徒からの訴えが多いということは、直接自分から嫌なことを訴えることが出来てい

るとも考えられる。 

     教職員への啓発も積極的に行われているということで、引き続き、さまざまな方法で、

いじめの認知・実態の把握に取り組んでいただきたい。 

 

  （中川委員） 

     現在、いじめが原因で学校に行けなくなっている児童生徒はいるのか。 

  （中田課長） 

     いじめが原因で学校に行きづらい、また、不登校・長期欠席の児童生徒がいるとの報

告は受けていない。 

  （中川委員） 

     先日引きこもりを経験した方の話を聞く機会があった。友達から無視されたり、仲間

外れにされたことが引きこもりになった最初のきっかけで、それがずっと続くことで学

校に行けなくなったとのことだった。話を聞いた方全員がそうであったので、いじめ問

題への対応は、本当に注意深く対応する必要があると思う。 

     現在は丁寧に関わっていただいているが、将来引きこもりにつながってしまわないよ

う、引き続きお願いしたい。 

 

  （中田教育長） 

     Ｓ１グランプリのチラシはどこに配布されるのか。また、昨年との変更点はあるか。 

  （梶原課長） 

     新聞折り込みで、各家庭に配布している。また、昨年からの変更点としては、アン 

    ケート結果から歌を増やしてほしいとの要望があったことから、増やしている。 

  （中田教育長） 

     私たちはＳ１グランプリのことがわかっているが、一般の方にはＳ１グランプリの価

値等がこのチラシだけでは伝わりにくいかと思う。先ほど説明にあった命をテーマにし

ている狙いや趣旨について、もう少し説明があればと思う。 

 

 (７) その他 

    ・学校給食の米飯の提供について 

       口頭により、市の施策として、昨年度に引き続き「ちくさの舞」を、今年度より

新たに「みかたの舞」を学校給食の米飯に使用することについて、大北山崎学校給

食センター所長が説明した。 
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    ・山崎南中学校区の学校規模適正化に伴う校舎改修工事の設計監理業務について 

       口頭により、来年度着工予定の山崎南中学校区の学校規模適正化に伴う校舎改修

工事の設計監理業務の開札結果について、西林次長兼施設整備課長が説明した。 

 

７ 次回会議の招集について 

令和５年11月15日(水）午前９時30分から、宍粟市役所４階402・403会議室において、令和

５年度第８回宍粟市教育委員会を開催することとした。 

 

８ 閉会 

  片山委員が閉会した。 

 

 

 

 


